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は じ め に 

 

感染症発生動向調査事業は、「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（以

下「感染症法」）」に基づき、感染症発生状況を把握・分析し、情報提供することにより、感染

症の発生及びまん延防止を図ることを目的に実施しています。 

新型コロナウイルス感染症は、令和 5年 5月に定点把握の 5類感染症に位置づけられました

が夏と冬に流行が見られており、当センターでは、次世代シーケンサーによるゲノム解析を実

施し、県内での変異株の発生状況を継続的に監視しています。 

また、本年 4月 7日より、急性呼吸器感染症（ARI）が新たに定点把握の 5類感染症へと

位置づけられ、定点サーベイランスが開始されました。このサーベイランスは、流行しや

すい呼吸器感染症の流行を把握するとともに、未知の呼吸器感染症が発生、増加し始めた

場合に迅速に探知できるよう開始されました。新型コロナウイルス感染症での経験をもと

に、次なるパンデミックへの対策が進められています。 

感染症発生動向調査事業は、有効な感染症対策を的確に講じるための重要なエビデンス

となります。そのため、事業の実施主体である保健製薬環境センターの役割と責任は、ま

すます重要になると考えております。 

今後も、感染症対策の一層の強化と充実を図るため、国内外からの様々な情報の収集に

取り組んでまいります。また、疫学情報部門と検査部門が連携し、状況の変化に応じて迅

速かつ的確な調査と情報提供を行うことで、効果的な感染症対策に寄与できるよう努めて

まいります。 

このたび、2024（令和 6）年における徳島県の感染症情報を整理し、年報を作成しました

ので、感染症対策の資料として御活用いただければ幸いです。 

なお、この事業の実施にあたり、御尽力をいただきました県内各医師会、定点医療機関、

保健所等の関係者の皆様に深く感謝を申し上げますとともに、今後も本事業の推進になお

一層の御支援と御協力をよろしくお願いいたします。 

 

                           令和 7年 11月 

徳島県立保健製薬環境センター 

（徳島県感染症情報センター） 

所長 相原 文枝 
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